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◦この「議会だより」は、再生紙を使用しております。

　

市
議
会
は
、
年
４
回
定
例
会
を
開
き

ま
す
。（
２
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
）

　

議
会
だ
よ
り
は
、
各
定
例
会
の
審
議

内
容
や
一
般
質
問
の
内
容
等
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
一
般
質
問
の
内
容

等
す
べ
て
を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所

庁
舎
１
階
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
及
び
図

書
室
（
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
・
中

部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
・
白
里

公
民
館
）で
会
議
録
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
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彦
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志
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佐
久
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良
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山　

田　

繁　

子

議
会
事
務
局　

℡
（
70
）
０
３
９
０

議
会
日
誌

　

暑
い
夏
が
よ
う
や
く
終
わ
り
、
道
の

木
々
に
も
秋
の
香
り
が
漂
う
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
29
年
第
３
回
定
例
議
会
の
「
議

会
だ
よ
り
」
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

毎
年
こ
の
９
月
議
会
で
は
、
前
年
度

の
決
算
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
も
平
成

28
年
度
の
決
算
、
１
年
間
の
事
業
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
会
議
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、「
み
ど
り
が
丘
市
有
地
活

用
事
業
」
や
「
民
間
保
育
士
処
遇
改
善

事
業
」
な
ど
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予

算
案
、
小
中
池
公
園
再
整
備
構
想
検
討

委
員
会
条
例
の
制
定
や
、
午
後
診
療
を

６
月
か
ら
新
た
に
始
め
た
大
網
病
院
の

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が
議

論
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
は
皆
様

の
生
活
に
密
着
し
た
話
し
合
い
が
な
さ

れ
る
場
で
す
。
是
非
一
度
、
傍
聴
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
、
親
し
み
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
何
な
り
と
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

副
委
員
長　

森　

建
二

編
集
後
記

　

９
月
１
日
に
会
議
を
開
催
し
、
政
務
活

動
費
の
出
納
簿
の
様
式
に
つ
い
て
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
岡
　
田
　
憲
　
二

副
委
員
長
　
倉
　
持
　
安
　
幸

委
　
　
員
　
森
　
　
　
建
　
二
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員
　
石
　
渡
　
登
志
男

委
　
　
員
　
佐
久
間
　
久
　
良

委
　
　
員
　
黒
　
須
　
俊
　
隆

委
　
　
員
　
山
　
田
　
繁
　
子

委
　
　
員
　
加
藤
岡
　
美
佐
子

議
会
改
革
推
進
協
議
会

平成29年　市議会第３回定例会　採決結果一覧
※結果欄の意味は次のとおりです。
「○」＝賛成　「×」＝反対　「棄」＝棄権
「可」＝可決　「承」＝承認　「同」＝同意　「否」＝否決　「認」＝認定　「採」＝採択　「不」＝不採択
※議長（岡田憲二議員）は採決に加わりません。
※件名は一部省略している場合があります。
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成議案
番号 件　　　　　　　　　　　名

1 平成29年度大網白里市一般会計補正予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 14

2 平成29年度大網白里市介護保険特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

3 平成29年度大網白里市土地区画整理事業特別会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

4 平成29年度大網白里市病院事業会計補正予算 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

5 大網白里市都市公園設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

6 大網白里市小中池公園再整備構想検討委員会条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

7 財産の取得について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

8
千葉県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び千葉県市町村総合事務組
合規約の一部を改正する規約の制定に関する協議について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 17

認定第1号 平成28年度大網白里市各会計歳入歳出決算の認定について 認 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 14

陳情第５号
日本政府に対して豪州沖墜落事故の原因究明、安全性が担保されるまで、
日本全土におけるオスプレイの飛行訓練の全面中止をするよう意見書提出
を求める陳情

不 × × ○ × × ○ × × ○ × ○ × × ○ × × × 5

佐
久
間 

久
良
　
議
員

多
く
の
人
々
が
粘
り
強
く
取
り
組
め
ば
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
は
実
現
で
き
る

　

こ
の
夏
、
大
き
な
扉
が
開
き
ま
し
た
。
国

連
会
議
で
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
が
加
盟
国

の
６
割
が
賛
成
し
て
採
択
。
被
爆
者
を
は
じ

め
と
し
た
多
く
の
人
々
の
願
い
、
努
力
が
形

と
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。
禁
止
条
約
そ
の
も

の
が
核
兵
器
全
面
禁
止
、「
核
兵
器
の
な
い

世
界
」
へ
の
根
本
の
力
と
な
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

市
長
は
、
長
崎
の
平
和
式
典
や
平
和
首

長
会
議
な
ど
に
参
加
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
感
想
と
平
和
へ
の
思
い
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

今
回
、
山
武
郡
市
首
長
会
の
行
政
視

察
と
し
て
、
８
月
８
日
の
平
和
首
長
会
議
と

９
日
の
長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式

典
に
参
加
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
視
察
を

通
じ
、
改
め
て
平
和
な
世
の
中
の
実
現
、
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
、
一
人
で

も
多
く
の
人
々
が
粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

問　

長
崎
で
の
平
和
首
長
会
議
で
は
「
核
兵

器
禁
止
条
約
」
を
受
け
て
、
核
兵
器
保
有
国

や
同
盟
国
な
ど
に
対
し
て
「
核
兵
器
廃
絶
に

向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
」
の
要
請
を
採
択
。

被
爆
者
の
思
い
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
、
日
本

政
府
が
本
気
に
な
っ
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

大
網
白
里
市
は
、「
我
が
国
は
、
世
界
の

唯
一
の
核
被
爆
国
で
あ
り
、
新
し
い
平
和
憲

法
の
精
神
か
ら
も
二
度
と
再
び
あ
の
広
島
と

長
崎
の
原
爆
に
よ
る
惨
禍
を
絶
対
に
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、昭

和
61
年
に「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
国
連
の
条
約
採
択
や
大
網
白
里

市
の
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
市
長
は
、
平
和
学
習
な
ど
の
施
策
を

実
行
し
て
い
く
の
か
。

市
長　

本
市
で
は
、
平
和
事
業
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
が
、
特
に
原
爆
投
下
時
期
に
あ
わ

せ
、
毎
年
「
原
爆
被
爆
と
戦
時
下
の
郷
土
資

料
展
」
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
も

８
月
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
子
ど
も
た

ち
を
対
象
と
し
た
「
ピ
ー
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を

つ
く
ろ
う
」
や
、「
原
爆
被
爆
と
戦
時
下
の

郷
土
資
料
展
」
を
開
催
し
た
ほ
か
、
９
月
30

日
に
は
戦
争
遺
跡
の
見
学
会
を
実
施
。
今
後

も
、
戦
争
や
核
兵
器
の
悲
惨
さ
、
平
和
の
尊

さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
平
和
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

核
兵
器
の
な
い
世
界
へ
、
平
和
を
願
う
市

民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
一
緒
に
歩
ん
で
い

く
こ
と
を
呼
び
か
け
た
い
。

問　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

市
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
た
の
か
。

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
市
民
の
ま
ち

づ
く
り
の
意
向
や
市
政
に
対
す
る
満
足
度
、

重
要
度
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
実
施
を
し
た
。
こ
の
結
果
を
受
け
て
、

保
健
福
祉
、
都
市
基
盤
、
安
全
・
安
心
な
ど
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
分
野
に
つ
い
て
は
重
点

的
に
施
策
を
推
進
し
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
す
る
権
利
は
、
日
本
国
憲
法

の
基
本
的
人
権
と
し
て
捉
え
て
、
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
が
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

白
里
中
学
校
で
は
、
剣
道
部
や
柔
道
部
が

な
い
。
ま
た
、
個
人
種
目
が
メ
イ
ン
の
陸
上

部
も
な
い
。
こ
れ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
権

利
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
。
学

校
の
枠
を
越
え
た
合
同
の
部
活
動
は
で
き
な

い
の
か
。

答　

生
徒
数
が
減
少
傾
向
の
中
学
校
で
は
、

や
む
を
得
ず
廃
部
や
休
部
に
至
る
部
活
動
も

あ
り
、
生
徒
の
選
択
の
幅
が
狭
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
大
会
参
加
規
定
に
よ
り
、

団
体
種
目
が
組
め
な
い
学
校
同
士
が
合
同

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
大
会
に
出
場
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
日
の
朝
や
放
課
後
等
に
合
同

で
練
習
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
、
ま
た
練

習
を
行
う
際
の
移
動
手
段
や
顧
問
の
配
置
と

い
っ
た
課
題
も
あ
り
ま
す
。
合
同
で
実
施
す

る
た
め
に
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
く
、
広
く

社
会
体
育
と
し
て
論
議
、
研
究
す
る
テ
ー
マ

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
生
徒
の
権
利
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
や
ら
な
い
理
由
は
ど
こ
に

も
な
い
。
子
ど
も
た
ち
の
要
求
に
応
え
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
要
望
し
ま
す
。

（
こ
の
他
に
も
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
問
題

や
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。）

　
平
成
29
年
　【
７
月
】

24
日　

群
馬
県
・
千
代
田
町
議
会

　
　
　

行
政
視
察
来
庁

　

　【
８
月
】

25
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　

　【
９
月
】

１
日　

市
議
会
第
３
回
定
例
会
開
会

　
　
　

決
算
特
別
委
員
会

　
　
　

議
会
改
革
推
進
協
議
会

５
日　

一
般
質
問　

代
表
質
問
２
会
派
６
人

　
　
　
　
　
　
　
　

個
人
質
問
１
人

６
日　

一
般
質
問　

個
人
質
問
４
人

７
日　

一
般
質
問　

個
人
質
問
２
人

12
日　

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会

13
日　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会　

　
　
　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
（
東
金
市
外
三
市
町
清
掃
組
合
視
察
）

14
日　

決
算
特
別
委
員
会

15
日　

決
算
特
別
委
員
会

19
日　

決
算
特
別
委
員
会

27
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

　
　
　

市
議
会
第
３
回
定
例
会
閉
会

　

　【
10
月
】

３
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　

～　
５
日　
（
山
口
県
防
府
市
ほ
か
）

６
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日　

総
務
・
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
視
察
研
修

　

～
13
日　
（
沖
縄
県
南
城
市
ほ
か
）

　※請願第１号『障害児者の「くらしの場」の拡充を求める請願』 については、取下げ願いが提出され本会議において請願取下げを承認しました。


